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両講演へのコメント
桑原 真人 札幌大学経済学部
１．はじめに
ただいまご紹介を頂きました札幌大学経済
学部の桑原真人です．よろしくお願いします．
今年の１月始めに札幌学院大学社会情学部の
高橋徹先生からご連絡を頂きましたが，３月
に社会・意識調査データベース（SORD）作成
プロジェクトの主催する第22回ワーク
ショップ（WS）が本学で開催されるので，コ
メンテーターとして参加して頂きたいとのこ
とでした．普段あまり聞き慣れない会合名
だったものですから，最初は私が参加するの
は場違いではないかと思い，お断りするつも
りでした．しかし，参考資料としてお送り頂
いたものを拝見しましたら，2007年１月30
日に開かれた第20回ワークショップでは，元
夕張市石炭博物館の青木隆夫氏が「映像で読
み解く夕張」を報告されており，また今年度
は美唄市教育委員会の白戸仁康先生が報告さ
れるとのことでした．青木氏や白戸先生とは
もともと面識があり，炭鉱問題に関係した調
査プロジェクトに共に参加したこともありま
した．以前から顔なじみのある方々がこの
WSに関わっているということで，私も参加
させて頂くことにしました．
前置きが長くなりましたが，私はいまから
20年前の1989年３月までは，野幌森林公園
の森を挟んで，この札幌学院大学の校舎があ
る場所とちょうど反対側の北海道開拓記念館
という実際は道立の歴史博物館に勤めていま
した．開拓記念館では，主に資料調査と収集・
管理を担当する学芸員として約19年間勤務
していました．この19年間に，私が具体的に
何をやっていたかということを紹介すること
により，本日のWSに少しでもお役に立てれ
ばと思いました．そこで，開拓記念館時代の
私の活動歴を簡単にご報告しようかと思いま
す．
２．北海道開拓記念館開設の経緯
いまから41年前の1968年９月２日，札幌
市の円山競技場を会場にして「北海道百年」
を祝う壮大な記念式典が行われました．この
記念イベントは，1869年，すなわち明治２年
７月に開拓使が設置されて以来一世紀が過
ぎ，北海道が大いに開けたということから，
北海道庁が主催して開かれたものです．ちな
みに開拓使設置から50年目にあたる1918年
にも記念式典が行われていますが，こちらは
「開道五十年」式典と呼ばれています．
この「北海道百年」に合わせてさまざまな
企画が進められましたが，記念式典以外に何
をやったかといいますと，まず一つは，野幌
森林公園の入り口に高さ100メートルの北海
道百年記念塔と呼ばれる巨大な記念塔を建て
ることでした．この建設費用３億円は道民か
ら寄せられた募金が使われました．それから，
北海道は内地に比べて歴史が浅いので，明治
以降の開拓の歴史をモノで残すべきであると
いう強い意見がありました．そして，記念塔
を夾みながら道立の歴史博物館と自然史博物
館を開設し，北海道の過去を振り返ると共に
未来を考えようということになりました．ち
なみに記念塔ですが，建築家として有名な故
黒川紀章氏も設計のコンペに応募して三等
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だったそうです．また，自然史博物館の方は
構想だけで事業そのものは中止されました．
そして，記念塔のすぐ側に当時で約15億円も
の巨費を投じた煉瓦造りの立派な建物を作っ
たわけですが，ではここに何を入れるのかと
いう話になる訳ですね．
この建物は北海道開拓記念館と命名された
ものですから，主に「開拓」に関係がある資
料，すなわち北海道の近代の歴史と産業の発
展に関わる資料を集めて展示しようというこ
とになりました．私は1970年４月，開拓記念
館の開設準備事務所というところに入った訳
です．そして，翌71年４月に記念館が開館し
たのですね．記念館は，最初はいわゆる博物
館として価値のある資料を収集の対象として
いたのです．しかし，開拓記念館の資料は，
一点一点が貴重なモノでなくとも，道民に
とっての産業史や生活史の資料として貴重な
モノを集めようという意見が起こりました．
そして，資料収集の意味も含めて，前年の70
年から４年計画で炭鉱の歴史に関する調査研
究グループが発足しました．当時はエネル
ギー革命の余波を受けて北海道の炭鉱が相次
いで閉山するという事態が見られましたか
ら，このこともあって，全体のプロジェクト
は「明治初期における炭鉱の開発」と名付け
られました．最初の調査対象には，北海道で
最も古い炭鉱で前年に閉山したばかりの茅沼
炭鉱（閉山時は泊炭鉱）を選びました．私も
このグループの一員として参加したわけで
す．
この茅沼炭鉱を筆頭にして，以後４年間道
内の炭鉱を調べたわけですが，何故そうなっ
たかと言いますと，先にも触れたように，当
時は北海道の近代化を支えてきたエネルギー
源としての炭鉱が，石狩炭田や空知炭田を中
心にどんどん閉山していくという状況にあり
ました．炭鉱の閉山と同時に，炭鉱を中心と
した地域社会も一緒に崩壊することになりま
すので，炭鉱の調査を重点的に行って，炭鉱
や鉱業所の資料だけでなく，炭鉱労働者の資
料も集められるだけ集めようということに
なったのですね．
３．開拓記念館における炭鉱資料の調
査・収集
3-1 茅沼炭鉱の調査
結局この調査グループは合計三カ所の炭鉱
を調べました．先ず1970年～71年には，繰り
返しになりますが茅沼炭鉱を調査しました．
この炭鉱は古宇郡泊村茅沼にあり，現在は北
海道電力の泊原子力発電所のある場所です．
この炭鉱は北海道で最古の炭鉱です．幕末の
1856年に箱館奉行所によって開坑され，明治
以降は開拓使による官営となりました．開拓
使廃止後は官営から民間に払い下げられまし
た．そして，1956年が開坑100周年に当たる
わけですが，その直後に閉山するわけです．
その後10年間，すなわち1969年までは泊村
直営の泊炭鉱として存続しましたが，遂にこ
の年に閉山しました．その直後に私たちの調
査グループは茅沼に行き，泊炭鉱の経営資料
などを収集しました．1970年当時はまだ閉山
した直後でしたので，元の炭鉱住宅の中に
入ってみると，炭鉱労働者が残していった生
活資料や手紙などが沢山残されていました．
その中に『人民裁判事件』というガリ版刷り
の小冊子がありました．これは先程の白戸先
生のお話しにも出てきた1946年２月の三菱
美唄炭鉱の労働争議に関わる貴重な資料なの
ですが，こういうものを収集してきた記憶が
あります．ここの住人は，もしかして労働組
合の関係者だったかもしれません．
3-2 日曹天塩炭鉱の調査
1972年には日曹天塩炭鉱の調査に行きま
した．この炭鉱のある場所は道北の天塩郡豊
冨町というところです．この炭鉱は1904年に
開坑し，1934年に日本曹達という会社が買収
した炭鉱なのですが，ちょうどこの1972年と
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いう年に閉山したのですね．閉山とともに炭
鉱資料がすべて処分されてしまうのなら大変
だという話になりまして，我々はすぐ現地に
行きました．そして，鉱業所が事務書類など
の撤収作業をやっている傍らで，それと並行
して，いわば引っ越し作業のすぐ後に入って
くるような形でどんどん資料を集めたので
す．当然，事務所の職員の人たちからは嫌が
られました．今になってみると大変失礼なこ
とをしたと思いますが，結果的には，日曹天
塩炭鉱の貴重な経営資料が記念館に残ったと
いうことになるわけです．あとで持ち帰った
資料を良く調べて見ると，中には戦時体制下
の朝鮮人労働者の募集関係資料，例えば鉱業
所の労務係が朝鮮へ募集に行き，現地から事
務所に出した報告書やその関連文書が沢山出
てきまして，これらの資料は今でも開拓記念
館に所蔵されています．
3-3 北炭幌内炭鉱の調査
1973年には，北海道炭礦汽船株式会社の経
営する幌内炭鉱といいまして，三笠市幌内に
ある炭鉱の調査に行きました．この炭鉱は，
明治初期の1878年に開拓使の官営で始まっ
た大規模な炭鉱ですが，その後1889年になっ
て民間に払い下げられ，北海道炭礦鉄道会社
の経営となりました．この会社はのちに北海
道炭礦汽船株式会社と改称し，俗に「北炭」
と呼ばれる北海道有数の炭鉱会社に発展いた
します．この73年当時は北炭の経営もかなり
行き詰まってはいましたが，まだ閉山はして
いませんでした．
ともかくこの年に三笠市の幌内地区に行き
まして，ここでは，主に古参の炭鉱夫の人び
とから色々と聞き取りするということと，昔
の手堀り時代の採炭道具などを集めることを
中心とした調査を行ったわけです．
3-4 炭鉱調査の成果と公開
この茅沼炭鉱と日曹天塩炭鉱，それに北炭
幌内炭鉱の三カ所を中心にした炭鉱調査の成
果については，その後1974年９月から10月
まで，開拓記念館の第12回特別展「炭鉱―『ヤ
マ』の移り変わり―」と題した特別展を企画
しました．ちょうど前年の1973年がいわゆる
「オイル・ショック」の年だっただけに，この
特別展は好評でした．さらに1978年３月には
『北海道開拓記念館研究報告』第４号として，
『北海道における炭鉱の発展と労働者』という
形で最終報告書をまとめ，４年間の炭鉱調査
に一応けりをつけたわけです．
４．その後の炭鉱関係資料の収集
4-1 北炭札幌支社の資料収集
このプロジェクトの終了後，三カ所の炭鉱
調査によって資料をこれだけ集めることがで
きたのだから，もっと他にも資料を集めるこ
とができるのではないかということになり，
色々と炭鉱資料の所在情報を調べました．そ
の結果，主にどのようなものを収集したかと
言いますと，当時，北炭の札幌支社が札幌市
中央区にありましたが，その北炭札幌支社の
所蔵資料を記念館に寄託してもらったわけで
す．これも現在北海道開拓記念館に所蔵され
ているわけですが，この中には特に労務関係
の資料が沢山あって，北炭の朝鮮人強制労働
に関する様々な関連資料がありました．
ちなみに北炭の本社は，明治のある時期ま
では道内にありましたが，大正初期に北炭が
三井財閥のグループ入りをすると共に東京に
移転しました．そして，戦後は北炭の経営悪
化と共にどんどん会社の規模が縮小され，最
期は東京都内に細々とあったわけですが，北
炭本社の資料というのは，最後は今から10年
位前ですか，北海道大学附属図書館の方に収
まっております．ですから札幌市内には，北
炭本社と札幌支社の資料が２つの機関に残さ
れたということになるわけですね．
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4-2 北炭万字炭鉱の資料収集
この他に開拓記念館で集めた炭鉱資料とし
ては，1976年に閉山した北炭万字炭鉱の資料
があります．この万字炭鉱は空知郡栗山町に
ありましたが，この炭鉱が閉山するらしいと
聞きまして，この年６月にすぐ現地へ行きま
して色々と集めてまいりました．万字炭鉱の
場合には，泊炭鉱の場合もそうでしたが，事
務所内に「鉱夫名簿」という炭鉱労働者一人
一人の個人的経歴を記したカードが沢山残っ
ておりまして，これを収集してきました．こ
の資料は強制連行関係の資料と同じく労務関
係の資料ですが，処理の仕方が困難なためか，
その後も特に利用されておりません．今後，
何らかの形で研究者の方たちが分析すれば，
当時の炭鉱労働者の職歴や労働実態が克明に
分かるのではないのかと思われます．われわ
れはそういう資料を集めたわけです．
4-3 住友鴻之舞鉱山の資料収集
これは炭鉱とは関係のない資料ですが，
1977年になりまして，1973年に閉山した住友
鴻之舞鉱山の資料が紋別市の鉱業所内に沢山
残されていることを聞きました．住友鴻之舞
鉱山は大正期に開発され，かつては「東洋一
の金山」と呼ばれた大鉱山ですが，資源の枯
渇もあって73年に閉山しているわけです．戦
前の北海道には，三井・三菱・住友といった
財閥系の炭鉱や鉱山が沢山進出してきたので
すが，資料管理の厳重な三井や三菱に比べま
して住友の場合は，残された事務所の資料の
管理や開示に対してはある程度寛容という
か，極めて好意的だったのです．
われわれが住友鴻之舞鉱山の資料収集に
行ったのは1977年の10月頃でした．既に閉
山した鴻之舞鉱山の事務所や文書庫から大型
トラック１台分くらいの資料を集めてきたの
ですが，資料が多すぎて全部は持って来るこ
とができませんでした．残りの資料は，その
後に地元の紋別市の図書館が収集し，今でも
同館に所蔵されています．鴻之舞鉱山の資料
収集について住友鉱山が非常に好意的だった
ことは，われわれが資料を集めた後に鴻之舞
鉱山の坑内模型をわざわざ多額の経費をかけ
て東京で作成し，それを開拓記念館に寄贈し
てくれたことからも明らかです．その意味は，
住友からすれば，鴻之舞鉱山の資料を記念館
で残してくれたということで大変喜んでくれ
たのです．ところがそのうちに，鴻之舞鉱山
の資料の中にも朝鮮人を大勢募集して連れて
きて，強制労働させたという資料が沢山残っ
ていたのですね．その一部が，どういう訳か
東京の明石書店から復刻されたり，あるいは
記念館で公開されたりしたものですから住友
の態度が変わってきて，資料を返せとは言わ
れませんでしたが，後になってからは公開を
あまり積極的にしてくれるなという申し出が
ありました．
５．おわりに―炭鉱資料をどのように
活用したらいいか
以上ご紹介しましたように，北海道開拓記
念館は炭鉱や鉱山の資料，特に文書・文献資
料が北海道で一番多く，いや全国的にみても
多数収蔵されているという，極めて希な博物
館だと思うのです．今日のWSでも，赤平市
の場合や美唄市の取り組みについて，吉田さ
んや白戸先生から，地元でのさまざまな資料
保存活動の詳しい実態のご報告があったわけ
です．一般的に炭鉱や鉱山では，閉山した場
合には，資料は組合旗などと一緒に全部焼却
してしまうという慣行があるようで，全部ゼ
ロになってしまうことが多いのですね．です
から，こういう炭鉱の経営資料というか，そ
のようなものを意識的に残すというのは非常
に難しいわけです．
先ほども触れましたが，北海道の場合は特
に三井・三菱・住友というような財閥系の大
手企業が炭鉱の開発・経営の中心だったもの
ですから，地元の鉱業所にも直接関係した資
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料があることはあるのですが，それ以外は内
地の本社に残っていることが多いのです．し
かし，まず，そのような資料は簡単には公開
してはくれません．夕張市の石炭博物館の場
合でも，かつて市内に沢山炭鉱があったわけ
ですが，同館には採炭関係の大型機械類など
は残してありますが，一番重要な経営帳簿で
すとかそういう関係の資料はなかなか残って
いないという実態があるのです．
開拓記念館の場合は，別にわれわれの努力
だけではないのですが，開館当時から鉱業関
係の資料を積極的に集めてきたということが
外部に伝わりまして，その後も北海道鉱山監
督局が持っていた鉱区図の類なども関係者の
努力で寄贈され，炭鉱関係資料の一大コレク
ションを形成しているのではないかと私は
思っているわけです．ですからこれらの資料
を，これからも外部の研究者の方々に大いに
活用・利用していただければ，資料として集
めてきた甲斐があるのではないかと思ってい
るのです．
次に，炭鉱の歴史をどのように保存するの
かという問題ですが，その基礎となる炭鉱の
資料は大体三つくらいに分かれるわけです．
その一つは，いま私がお話ししましたような
企業側の経営資料といいますか，あまり公開
をして貰えないような性格の資料の収集保
存，いわゆる文書資料というものがあると思
うのです．それから，夕張市などもそうです
し美唄市や赤平市にも残っていると思います
が，かつて炭鉱で使っていた採炭設備や機械
類，最近流行の言葉で言うなら産業考古学的
な資料といいますか，そのようなものがある
わけです．それから北大教育学部の布施鉄治
先生のグループが，かつて夕張市で行いまし
た炭鉱労働者からの聞き取りといいますか，
そのようなものがありまして，この文書・文
献資料と産業考古学的な実物資料と労働者の
生の声というのをうまくミックスして行かな
いと，なかなか炭鉱の歴史というのは，意識
的には伝わって行かないのではないのだろう
かという気がしないわけではないのです．
いま三菱美唄炭鉱の場合で言いますと，白
戸先生のお話にもありましたから詳しくは触
れませんが，同鉱の経営資料は，地元ではな
く福岡市の九州大学に残されているわけです
ね．なお，炭鉱鉄道の関係資料は夕張鉄道も
含めて地元にもあるのですが．それから労働
者の聞き取りになるのかどうかわかりません
が，有名な三菱美唄炭鉱労働組合が1954年か
ら58年にかけまして『炭鉱の生活史資料集』
というものをガリ版で刊行し，これがもとに
なって1960年に『炭鉱に生きる―炭鉱労働者
の生活史―』という有名な岩波新書になった
りしているのです．ですから，このように文
書・文献資料と産業考古学的な資料，それと
聞き取りしたものといいますか，このような
ものを上手く総合化することによって，真の
意味での炭鉱の歴史がこれからもずっと地域
に根付いて，生かされていくのではないだろ
うかと思っているのです．
先ほどから，茅沼炭鉱や日曹天塩炭鉱，北
炭幌内炭鉱などを中心にして，北海道開拓記
念館が関わった炭鉱資料の収集経過と内容に
ついて色々とご紹介しましたが，この他にも
私の知っている範囲のことは，討論の中でま
た何かご質問があれば適宜ご紹介したいと
思っています．ちなみに北炭幌内炭鉱の資料
は，旧幌内駅のすぐ裏側に北炭の書庫があり
まして，われわれが現地に行ったときにはそ
の倉庫は見せて貰えなかったのです．その後，
同鉱の閉山後に三笠市が資料を収集し，空き
家となった小学校の建物を利用してそこに残
していると聞きました．そう言う意味では，
北海道開拓記念館だけではなく，地元にも炭
鉱の経営資料が残されているということは大
変良いことなのですが，それらが有効に活用
される仕組みというものを，これから何かの
形で考えていく必要があるのではないかと
思っています．
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以上簡単ではありますが，先の吉田・白戸
両氏の報告をお聞きして，私が開拓記念館時
代に関わってきたことを踏まえながらコメン
トさせていただきました．最後に一点だけ追
加しておきますと，住友赤平炭鉱の資料を頂
いて整理されるというのがありましたね．わ
れわれも住友鴻之舞鉱山や北炭札幌支社の資
料をどういう風に分類・整理するのかという
話になって色々と迷ったのですが，最終的に
どのようにしたのかというと，元の資料を作
成した事務所の部署，要する鉱業所や会社の
機構に沿って分類し直してその通りに配列
し，収蔵番号を付けた記憶があります．
炭鉱の資料といいますと，われわれはどう
してもすぐに朝鮮人や中国人の強制連行だと
か，そういう方面の話題に目が向き，労務関
係の資料ばかり注目することが多いのです
が，本当はそれ以外にも膨大な施設・設備関
係や鉱区図というような地質関係の資料も沢
山あるのです．しかし，それらの資料の分類
整理は，われわれのような炭鉱の技術的なこ
とや地質学的な方面の知識に必ずしも詳しく
ない学芸員が手がけようとしても，簡単に手
に負える代物ではないのですね．本当はこの
方面の専門家の方の指導を頂かなければ，炭
鉱資料の全体的な整理は難しいなと実感した
ことも併せて指摘しておきたいと思います．
152  Mar.2010社 会 情 報
